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評価項目
Ｓ・Ａ

（100〜80点）

Ｂ

（79〜70点）

Ｃ

（69〜60点）

Ｄ

（59点以下）

専門分野の研究に

主体的に取り組む

ことができる

（Ｅ）

研究テーマに関す

る分野に広く興味

関心を持ち、自ら

具体的な目標を設

定して、積極的に

研究に取り組むこ

とができる

研究テーマに興味

を持ち、自分で良

く考えて研究に取

り組むことができ

る

研究テーマに沿っ

て、自分から研究

に取り組むことが

できる

自分から研究に取

り組むことができ

ない

専門分野における

課題を見出すこと

ができる（Ｅ）

指導教員の助言を

参考に、自ら研究

分野の現状を見極

め、本質的な課題

を見出すことがで

きる

指導教員の指導の

もと、研究分野の

現状を見極め、本

質的な課題を見出

すことができる

指導教員の手厚い

指導のもと、研究

課題を見出すこと

ができる

研究課題を見出す

ことができない

課題の解決に向け

た調査・研究を進

めることができる

（Ｅ）

指導教員の助言を

参考に、自ら考

え、試行錯誤を何

度も繰り返しなが

ら、具体的な解決

策を導き出すこと

ができる

指導教員の指導の

もと、試行錯誤を

繰り返しながら、

具体的な解決策に

到達することがで

きる

指導教員の手厚い

指導のもと、調査

や研究を進めるこ

とができる

調査や研究を進め

ることができない

課題解決に向けた

調査・研究におい

て、多様な人々と

協調・協働する姿

勢を身につけよう

とすることができ

る（Ｇ）

指導教員の助言を

参考に、調査・研

究において、自ら

考え、多様な人々

と協調・協働する

姿勢を身につけよ

うとすることがで

き、具体的な提案

を導き出すことが

できる

指導教員の指導の

もと、試行錯誤を

繰り返しながら、

多様な人々と協

調・協働する姿勢

を身につけようと

することができる

指導教員の手厚い

指導のもと、多様

な人々と協調・協

働する姿勢を身に

つけようとするこ

とができる

調査・研究におい

て、多様な人々と

協調・協働する姿

勢を身につけよう

とすることができ

ない


